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ゴ
：

日本の文化にひかれて

日
本
の
中
学
生
は

シ
ャ
イ
！
？

－
Ａ
Ｅ
Ｔ
と
し
て
日
本
に
来
ら

れ
た
き
っ
か
け
と
い
う
の
は
？

　
「
小
学
校
の
教
師
を
し
て
い
る

の
で
日
本
の
学
校
教
育
に
つ
．
い

て
知
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す

日
本
の
文
化
に
興
味
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど

Ｉ
実
際
、
授
業
で
の
印
象
は
？

　
「
来
る
前
は
日
本
の
生
徒
は
み

ん
な
授
業
中
は
静
か
に
先
生
の

言
う
こ
と
を
良
く
佃
い
て
、
宿

題
も
た
く
さ
ん
や
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
実
際
に
は
、

個
性
豊
か
な
い
ろ
ん
な
生
徒
が

い
て
カ
ナ
ダ
と
あ
ま
り
変
わ
ら

’
『
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１
・
。
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ボニンー･クリスティソンさん

宇治市には、海外に３つの友好都市があります。今年

の７月､｀そ･のうちの１つカナダのカムループス市から３

代目ＡＥＴ(英語の指導助手)としてポニー・クリスティ
Ｉ
．
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四
Ｉ
Ｊ
Ｉ
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教
来
語
語

校
は
英
本

学
ん
　

ヽ
日

小
さ
り
ば

は
一
回
せ

で
二
を
話

ス
ボ
校
リ

プ
　

・

学
く

一
日
中
っ

ル
来
の
ゆ

ム
　
の
　
つ
　

・

力
て
９
す

　
・
し
の
ま

た
職
内
し

し
休
市
を

ま
は
　

ヽ

ど

来
回
で
な

て
今
ま
い

っ
　
ヽ
い
伝

や
て
ぱ
手

が
い
っ
お

ん
て
い
の

さ
し
月
業

ン
を
．
７
授

ソ
師
年
の

一
一
″
Ｉ
・
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ユビ夕ンイ
　
．

にんさ一二ボういとるきで解理
　
・

ど
た
ん
し
と
ま
ほ
し
も
　
一

な
い
で
す
」

１
そ
う
で
す
か
。

　
「
た
だ
、
日
本
の
生
徒
は
授
業

中
み
ん
な
の
前
で
は
、
照
れ
る

の
か
、
大
き
な
声
で
は
発
言
し

ま
せ
ん
ね
。
英
語
、
そ
し
て
外

国
人
で
あ
る
私
に
も
慣
れ
て
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
し

ょ
う
が
」
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市
営
茶
室
の
対
鳳
庵
に
行
か

お
気
に
入
り
は
煎
茶
と

な
す
の
は
さ
み
揚
げ

－
と
こ
ろ
で
、
宇
治
に
は
随
分

慣
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
力

と
商
の
し
宇

こ
質
ん
　
宙
↑

の
に
さ
ら
　
｀

ス
　
つ
　
一
　
ヵ
一
日

プ
ず
二
れ
６

一
人
ボ
に
月

レ
ー
　
　
こ
０

ノ
　
　
　
Ｎ
ｉ
１

ム
ち
が
し
ぐ

力
だ
感
ま
　
・

ヽ
徒
張
き
す

と
生
緊
い
ま

こ
　
｀
の
で
れ

の
て
へ
い
か

分
い
と
ら
い

自
続
『
こ
和
て

は
　
ヽ
る
で
　
っ

ん
し
べ
気
回
ｙ

さ
介
や
囲
を
で

一
紹
し
雰
校
校

二
を
を
い
学
学

ボ
ど
語
し
中
中

　
な
英
楽
各
治

ナ
ダ
の
友
達
に
宇
治
を
紹
介
す

る
と
し
た
ら
…

　
「
や
っ
ぱ
り
、
平
等
院
な
ど
の

お
寺
や
神
社
、
あ
と
対
鳳
庵
で

す
ね
」

れ
た
ん
で
す
か
。
日
本
茶
は
気

に
入
り
ま
し
た
か
？

「
鄙
で
す
か
、
抹
茶
で
す
か

Ｉ
え
っ
、
詳
し
い
／
（
笑
）

　
「
煎
茶
は
な
か
な
か
お
い
し
い

で
す
け
ど
、
抹
茶
は
苦
い
で
す

ね
」

－
普
段
は
日
本
料
理
を
作
っ
て

い
る
ん
で
す
か
？

　
「
カ
ナ
ダ
料
理
で
す
。
シ
ン
プ

ル
な
の
で
そ
ん
な
に
手
間
は
掛

か
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
料
理
な
ら
浸
す
の
は

さ
み
揚
び
が
好
き
で
す
ね
。

自
分
で
も
良
く
作
っ
た
り
す
る

ん
で
す
よ
」
。

そ
の
国
の
習
慣
を

受
け
入
れ
る
の
が
大
切

－
日
本
の
生
活
で
の
苦
労
は
あ

り
ま
す
か
？

　
「
バ
ス
の
行
き
先
や
、
電
話
帳

看
板
な
ど
の
情
報
が
漢
字
で
書

い
て
あ
る
の
で
、
．
ほ
と
ん
豊
心

め
な
い
ん
で
す
」

－
そ
う
い
う
時
に
は
ど
う
す
る

ん
で
す
か
？

「
周
り
の
人
に
尋
ね
ま
す
」

！
英
語
で
尋
ね
る
ん
で
す
か
？

　
「
日
太
語
で
で
す
。
時
々
英
語

で
聞
か
れ
て
い
る
と
思
い
込
ん

で
「
ノ
ー
・
ス
ピ
ー
ク
ー
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
」
な
ん
て
言
っ
て

慌
て
る
人
も
い
ま
す
け
れ
ど

（
笑
）
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
親

切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
よ
」

Ｉ
わ
か
ら
な
い
と
き
は
聞
い
て

　
「
で
も
、
字
が
読
め
ず
、
何
を

す
る
に
も
周
り
に
聞
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
、
ま
る
で
子
供

に
民
っ
た
ぷ
つ
な
気
分
に
な
る

ん
で
す
」

１
な
る
ほ
ど
。
　
　
　
～

　
「
日
本
に
や
っ
て
く
る
外
国
人

の
多
く
は
英
語
を
理
解
し
ま
す
。

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
簡
単
な

ヒ
ン
ト
が
書
い
て
あ
る
英
語
の

冊
子
か
何
か
が
あ
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
に
入
る

方
法
と
か
、
災
害
な
ど
の
非
常

時
の
連
絡
先
と
か
。
観
光
案
内

所
に
あ
る
の
は
、
一
１
　
光
０
ご
と

だ
け
で
す
か
ら
」
ご
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Ｉ
フ
ラ
ン
ス
フ
も
何
年
か
過
ご

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
ｐ
.
'
ｐ
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が
、
最
後
に
、
い
ろ
ん
な
国
で

の
生
活
を
う
ま
く
過
ご
し
て
い

く
コ
ツ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
や
は
り
、
自
分
の
国
と
同
じ

習
慣
を
期
待
し
な
い
こ
と
。
寝

食
の
問
題
と
か
生
活
の
根
本
に

か
か
わ
る
こ
と
を
含
め
、
’
そ
の

国
の
文
化
や
習
慣
を
受
け
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
は
。
　
　
・
’

　
あ
と
は
、
自
分
か
ら
積
極
的

に
い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ
に
入
る
な

ど
し
て
打
ち
解
け
て
い
く
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
ね
」
’
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ご
ざ
い
ま
し
た

宇治十帖スタンプラリー
10月23日～11月3日の

土・日曜、祝日に開催

Ｊ
名
柚
川
ユ
聾

小
大
ぎ
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″
呼

　
○
　
○
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源
氏
ろ
ま
ん
9
3
の
一
環
と

し
て
、
今
年
も
「
宇
治
十
帖

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
行
い

ま
す
。
開
催
日
は
十
月
二
十

三
日
出
・
二
十
四
日
間
・
三

十
日
出
・
三
十
一
日
間
、
十

一
月
三
日
冊
。
い
ず
れ
も
午

前
九
時
半
～
午
後
四
時
で
す
。

　
コ
ー
ス
は
、
宇
治
十
帖
の

古
跡
を
中
心
に
、
宇
治
の
ま

ち
並
み
や
自
然
を
満
喫
で
き

る
も
の
で
、
基
本
コ
ー
ス

　
（
約
四
・
七
♂
）
と
健
脚
コ

｛
言
呼
辻

ふ
拓
雑

Ｉ
ス
（
約
九
忿
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
帳
、
地
図
は
市

役
所
や
公
民
館
な
ど
の
公
共

施
設
に
、
開
催
期
間
終
了
ま

で
常
時
置
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
開
催
日
に
は
京
阪
宇
治

駅
・
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
・
近
鉄
大

久
保
駅
で
も
配
布
し
ま
す
。

　
ど
ち
ら
か
の
コ
ー
ス
を
す

べ
て
回
っ
た
人
は
、
ス
タ
ン

プ
帳
を
開
催
日
の
午
後
五
時

ま
で
に
観
光
セ
ン
タ
ー
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
参
加
賞
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
紫
式
部
文
学
賞
」

　
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
の

受
賞
式
が
あ
る
十
一
月
十
四

日
間
の
午
後
、
文
化
セ
ン
タ

ー
で
抽
選
を
行
い
、
特
別
賞

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
文
化
観
光

課
（
内
線
2
2
2
3
）
へ
。
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福　祉

■要約筆記者初級養成講習会

　会合などでの話を簡単にまとめ

て筆記し、難聴者や中途失聴者に

内容を伝える要約筆記の講習です。

　【〉11月10日～12月１日の水EM、

午前1(片一正午。総合福祉会館E〉

対象…難聴者問題に関心のある人

先着o人　同社会福祉協議会(S

22－5550)。

■在宅老人家族介護者教室

　c〉10月23日(土)午後2時～4時。

宇治明星園デイ・サービスセンタ

r〉テーマ…高齢者と障害者の送

迎サービスと介護機器の活用圃

同センター(S23-6115)。送迎を

希望する人は事前に連絡し、当日

午後i時40分に京阪宇治駅に集合。

健　康

・高脂血症教室

　[〉11月９日(火)･16日(火･9日圏、

午後１時3時半。宇治保健所[〉

内容…高脂血症と食生活の話、運

動指導など。先着40人[慧同所

　(S21－2191)。

スポーツ

■ソフトテニス宇治選手権大会

　[〉10月31日(日陛前９時～。東山

コート(雨天中止)[〉１チーム800'

円[醒岩ロさん(S23－6559)。

■市民綱引き大会

　[〉11月14日(日)午後i時~3時。

日産車体京都工場体育館(広野町

成田)t〉対象…市内在住・在勤・

在学で18歳以上の人[〉１チーム30

00円　圃森さん(S43－6624)。

10月30日出まで。

■市民駅伝競走大会

　c〉11月21日(日許前９時半～。太

陽が丘(小雨決行)t〉対象…市内

在住・在勤・在学の中学生以上の

■フォークダンス講習会

　E〉11月１日(月陛後１時~3時。

宇治公民館。上靴持参で【〉500円

[醒大島さん(032－8353)。

・城南勤労者福祉会館の教室

　[函いずれも同会館(容46-0780)。

　〈3Bエアロダンス数富|〉じ〉11月

５日～26日の金躍、午後i時半～

９時。先着3Q人【〉1200円。く健康

数字|〉柔軟体操、リズム体操など

c〉11月12日～12月10日の金曜、午

前lC時～正午｡先着30人μ1500円。

講　座

・城南地域職業訓練センターの講座

　[函いずれも同センター(a46－

0688)。受講料7800円。

　〈ワープロ初級〉【〉11月７日～12

月12日の日曜､午後i時～Q時半。

　〈パソコン・ロータス123初級〉

次のどちらか【〉11月24日～12月11

日の水曜午後６時半~9時と土曜

午前９時半～正午。E〉11月28日～

１月16日の日曜午後I時o時半。

お知らせ

■自治会街灯電気料金を補肋

　町内の街灯を管理している自治

会に､電気料金を補助しています。

該当する自治(町内)会は11月30

日(火)までに維t寺課(内線2375)へ

申請を。補助対象の街灯があって

書類(が届いていない自治(町内)会

カメラで
おじやま

！
f
i
^
ｌ
Ｐ
ｎ
ｇ
"
>

:

-
.
.
.

i
.

.

▲
さ
あ
今
度
は
ど
う
だ
？
（

　
タ
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ク
会
場
で
）

ぺ

　
む

し む
し
］

は同課へ連絡を。

・土地基本調査・世帯調査

　11月１日現在で全国一斉に行わ

れるもの。市内では30の地域の約

８００の世帯を対象に、土地の所有

や利用状況の実態などを調査し、

土地関係諸施策の基礎資料にしま

す。調査の内容は統計以外の目的

に使われることはありません。調

査員が梢司いした際には、ご協力

をお願いします[団企画課(内線

2083)。

■家庭用はかり無料検査

　E〉10月26日(火)午前l(時～午後3

時。産業会館[〉内容…精度確認の

検査。[醒商工課(内J叙217)。

・移動消費者相談所の開設

　弁護士、京都府消費生活相談員

が消費問題に閔するｵ鴎炎に無料で

応じます。[〉10月31日(日汗前l寺

～午後A時。太陽が丘(府民祭典

会場)。囲商工課(内ｷ幻218)。

・府政見学会

　-!>11月12日白午前８時45分、京

都府宇治総合庁舎集合。山城郷土

資料館・京都フラワーセンター・

けいはんなプラザなどを見学し、

午後4時半､同庁舎で解散。昼食持

参で圃往復はがきに住所・氏名

・年齢・|甥し電話番号を書き、

京都府宇治地方振興局総務課(宇

治若森7－6,

容21-2101)。10

月29日囮消印有効。抽選で90Ao

■｢私のまち写真コンテスト」

　E〉テーマ…まちの刺青やまちを

舞台とした人々の活動【〉規格…白

黒かカラープリントで、キャビネ

判以上四つ切り以下[〉応募…作品

の裏に題名、撮影場所・年月日、

氏名、年齢、性別、住所、電話番

号、職業を書き、(社)日本交通計画

協会内｢私のまち写真コンテスト｣

事務局(〒113東京都文京区本郷

2

-17-13)へ。6年１月15日(祝)消

印有効圃同事務局(S03-3816-

1791)。
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催

０
地
開

Ｃ
Ｏ
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十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
は
、
太
陽
が
丘
で

市
民
ス
ボ
ー
ツ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
内
で
は
家
族
連
れ
な
ど
が
思
い
思
い
に
、
体

力
診
断
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
グ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
さ
わ
や
か
な
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た

｀。
　
　
４
Ｓ
、
心
気
・
し
、
ｙ
Ｑ
ｊ
つ
で

た
の
で
す
が
、
受
講
料
の
請
　
誘
し
、
電
話
口
で
し
つ
こ
く
　
た
り
お
か
し
い
と
思
っ
た
り

求
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
応
諾
の
決
断
を
迫
り
、
契
約
　
し
た
時
は
、
早
め
に
消
費
生

ど
っ
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
活
相
談
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ

　
Å
　
資
格
を
得
る
た
め
の
　
相
づ
ち
の
「
ハ
イ
」
や
断
る
つ
　
い
。

－

　
Ｑ
職
場
に
突
然
電
話
が

か
か
り
、
「
宅
地
建
物
取
引

主
任
者
養
成
講
座
」
に
勧
誘

さ
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
し

つ
こ
さ
に
、
「
結
構
で
す
」
と

言
い
、
断
っ
た
つ
も
り
だ
っ

る
」
と
か
偽
り
の
説
明
で
勧
　
　
被
害
に
遭
っ
た
と
気
付
い

　
十
一
月
一
日
側
か
ら
ポ
リ
オ

（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン

の
服
用
が
始
ま
り
ま
す
。
日
程
・

会
場
な
ど
詳
し
ぐ
は
、
五
年
度

版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び

き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
▽
対
象
・
・
生
後
３
ヵ
月
～
４

歳
未
満
で
、
２
回
服
用
し
て
い

な
い
乳
幼
児
。
た
だ
し
、
次
の

場
合
は
服
用
で
き
ま
せ
ん
。

＠
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
麻
し
ん
予
防
接
種

か
受
け
て
１
ヵ
月
以
内
○
三

種
混
合
予
防
接
種
か
曼
け
て
Ｉ

週
間
以
内
　
○
麻
し
ん
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
、
水
ぼ
う

そ
ラ
が
治
っ
て
１
ヵ
月
以
内

Ｏ
現
在
、
と
び
ひ
、
手
足
口
呵

突
発
性
発
し
ん
に
か
か
っ
て
い

る
’
Ｏ
ひ
き
つ
け
、
け
い
れ
ん

を
起
こ
し
て
１
年
以
内

▽
持
ち
物
・
・
・
母
子
健
康
手
帳
、

問
診
票
。
体
温
は
必
ず
自
宅
で

測
っ
て
采
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
：
保
健
予
防
課

（
内
線
2
2
6
1
）
。
各
会
場
と

も
車
で
は
来
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
服
用
が

成人歯の健康講座

人生80年を自分の歯でかもう

　
四
十
歳
を
超
え
る
こ
う
ｓ

ら
歯
の
本
数
が
減
り
は
じ
め

ま
す
。
そ
の
原
因
の
多
く
は

歯
周
疾
恵
で
す
。
歯
が
少
な

く
な
る
と
、
胃
腸
で
消
化
吸

収
が
悪
く
な
る
た
め
栄
養
が

し
っ
か
り
と
取
れ
ず
、
体
力

が
低
下
す
る
な
ど
体
の
調
子

が
悪
く
な
る
ば
か
り
か
、
顔

の
形
や
発
声
・
発
音
な
ど
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
今
や
人
生
八
十
年
の
時
代
、

歯
は
大
切
に
使
え
ば
一
生
使

え
ま
す
。
大
切
な
歯
の
働
き

や
歯
周
病
の
予
防
方
法
を
学

ん
で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な

生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
会
場
・
：
下
表
の

と
お
り
▼
対
象
…
4
0
歳
以
上

師
　
ん
　
ん
　
ん
　
ん

医
　
さ
　
さ
　
さ
　
さ

科
民
秀
彦
彦

歯
泰
恭
朗
雅

当
野
村
田
村

担
西
野
池
中

　
館
　
館
　
館
　
館

所
民
民
民
民

　
公
　
公
　
公
　
公

場
野
幡
倉
治

　
広
　
木
　
小
　
宇

　
囲
　
図
　
困
　
圈

程
日
日
日
日
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1
1
1
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日
月
　
月
　
月
　
月

　
‥
‐
　
1
1
　
‥
‐
　
‥
‐

半時３一半時１後午もれずいは問時

の
市
民
▼
内
容
…
歯
科
医
師

の
講
演
、
個
別
相
談
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
▼
定
員
…
各

会
場
先
着
2
0
人
▼
申
し
込
み

・
：
健
康
医
療
課
（
内
線
2
3

3
2
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

　
「
ふ
れ
あ
い
で
、
高
め
ぷ
っ
宇

治
の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

民
文
化
祭
を
開
き
ま
す
。
多
数

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
【
展
示
の
部
】
　
〈
第
１
部
〉
１
１
‥
一

月
５
日
圖
～
７
日
㈲
工
言
道
・

盆
栽
・
陶
工
芸
・
水
石
〈
第
２

部
〉
1
1
月
１
９
一
日
廊
～
1
4
日
間
１

手
工
芸
・
写
真
・
額
装
品
・
拓
本
・

生
け
花
・
文
芸
・
木
彫
・
木
工
芸
・

映
像
。
共
に
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
、
中
央
公
民
館
〈
菊
花
展
〉

1
0
月
2
5
日
㈲
～
１
１
一
月
６
日
出
、

文
化
セ
ン
タ
ー
。
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化
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9
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1
6

文
ホ
　
　
0
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唱
曲
0
0
　

ろ

大
舞
Ｉ
　
合
三
ぼ

に
芸
丿
剛
吹
皿

　
と
　
１
　
　
　
１

　
【
茶
席
】
Ｈ
月
６
日
出
＝
抹
茶
、

７
日
㈲
ム
匹
茶
。
午
前
1
0
時
～

午
後
３
時
、
中
央
公
民
館
。

　
【
発
表
の
部
】
左
表
の
と
お
り
。

問
い
合
わ
せ
一
文
化
観
光
課
（
内
線
２
２
２
３
）

市
民
文
化
祭

お買い物の

めやす　１

０月分

消費生活

相談室から

研
修
誰
座
略
弧
糧
玲
掲
誰
座

な
ど
、
資
格
に
関
し
て
虚
偽

の
説
明
で
勧
誘
す
る
の
を
。

　
「
資
格
商
法
」
と
言
い
ま
す
。
・

被
害
に
遭
っ
て
い
る
の
は
二

十
歳
代
の
男
性
が
特
に
多
く
、

最
近
続
発
し
て
い
る
ト
ラ
ブ

ル
で
す
。

　
そ
の
手
口
は
、
あ
る
日
突

然
職
場
に
電
話
を
し
て
き
て

内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
時

間
を
与
え
ず
、
「
あ
な
た
だ

け
の
特
典
で
す
」
と
か
「
こ
の

資
格
は
近
く
国
家
資
格
に
な

一一
－

一一

屯
り
Ｃ
・
捉
柳
て
ぴ
」
と
□
に
。

す
る
と
、
そ
れ
で
契
約
は
成
一

立
し
た
と
言
い
張
り
、
代
金

の
支
払
い
を
迫
り
ま
す
。
断

る
時
は
、
は
っ
き
り
と
「
必

一

要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
、

電
話
を
早
く
切
る
こ
と
で
す
。

一

特
に
、
あ
い
ま
い
な
返
事
は

禁
物
で
す
。
　
　
　
　
　
　

一

　
こ
の
事
例
で
は
、
「
契
約

す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
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」
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付
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１人で悩まないで、お母さん

～離乳食のお話～

　
こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
る
人
、
新
し
く
お
母
さ
ん
に
な
っ
た

人
、
子
育
て
に
関
し
て
悩
み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
何
か

あ
っ
た
時
に
は
、
市
の
保
健
予
防
課
に
ご
相
談
を
。
保
健
婦
や
栄

養
士
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
親
教
室
や
離
乳
食
教
室

な
ど
も
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
教
室
で
栄
養
の
話
や
調
理
実
習
を
担
当
し
て
い
る
小

川
寛
子
栄
養
士
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
『
離
乳

食
』
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

○
保
健
予
防
課
（
a
2
2
・
３
１
４
１
、
内
線
2
2
6
3
）

乳
幼
児
期
の
食
生
活
に

健
康
の
基
盤
が

－
こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
る

人
は
、
食
生
活
に
非
常
に
関
心

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
妊
娠

中
の
食
生
活
の
注
意
点
は
？

　
「
妊
娠
中
だ
か
ら
と
い
っ
て
食

生
活
に
神
経
質
に
な
り
過
ぎ
る

必
要
は
あ
Ｓ
＼
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
と
何
事
に
も
意
欲
的
に
取

り
組
め
る
時
期
で
す
か
ら
、
日

ご
ろ
の
食
生
活
を
見
直
す
い
い

機
会
な
ん
で
す
。
味
付
け
が
濃

過
ぎ
な
い
か
、
加
工
食
品
に
偏

っ
て
な
い
か
、
野
菜
が
不
足
し

て
い
な
い
か
な
ど
、
も
う
一
度

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
」

１
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、

離
乳
食
で
『
か
む
』

習
慣
を

―
成
長
の
過
程
で
離
乳
食
の
果

た
す
役
割
は
？

今
度
は
離
乳
食
で
す
ね
。

　
「
近
年
の
研
究
で
は
、
離
乳
食

か
ら
幼
児
期
に
か
け
て
の
食
生

活
が
、
肥
満
や
、
動
脈
硬
化
な

ど
の
成
人
病
の
出
現
に
大
き
く

関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
涯
、
健
康
に
過
ご
す
た

め
の
基
盤
は
、
乳
幼
児
期
の
食

生
活
に
あ
る
と
言
え
ま
す
」

　
「
離
乳
食
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
、

乳
汁
を
『
吸
う
』
こ
と
か
ら
、

食
べ
物
を
『
か
み
つ
ぶ
し
、
飲

み
込
む
』
こ
と
を
覚
え
る
発
達

の
過
程
で
必
要
に
な
る
も
の
で

す
。
で
、
な
ぜ
離
乳
食
が
大
切

か
と
い
う
と
、
こ
の
時
期
に
か

む
動
作
―
い
わ
ゆ
る
咀
し
ゃ
く

に
慣
ら
し
て
お
く
こ
と
が
、
幼

児
期
以
降
、
よ
く
か
ん
で
食
べ

似
れ
る
ぶ
っ
に
な
る
基
礎
と
な

り
。
そ
の
後
の
発
達
や
健
康
に

影
響
す
る
か
ら
な
ん
で
す
」

１
と
い
う
の
は
？

　
「
咀
し
ゃ
く
は
あ
ご
の
骨
の
発

達
を
助
け
、
し
っ
か
り
し
た
永

久
歯
を
生
や
す
基
盤
と
な
り
ま

す
し
、
胃
や
腸
の
負
担
を
軽
く

し
ま
す
。
免
疫
に
影
響
か
及
ぼ

す
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
『
よ
く
か
む
こ
と
は
全
身
蚤
丈

夫
に
す
る
』
と
さ
え
言
わ
れ
て

い
る
ん
で
す
よ
。

　
こ
れ
は
大
人
に
だ
っ
て
言
え

士養栄子寛Ｉ！’
″
小課防予健保

肩
凝
り
の
解
消
に
つ
な
が
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

－
へ
え
、
そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
か
む
力

が
育
つ
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
「
離
乳
食
の
初
期
に
は
。
軟
ら

か
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
わ
け

で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
そ
れ
を

続
け
る
と
、
か
む
力
は
付
き
ま

せ
ん
。
徐
々
に
、
硬
い
も
の
、

そ
し
て
一
口
で
食
べ
ら
れ
る
も

の
だ
け
で
な
く
、
前
歯
で
か
み

切
っ
て
食
べ
る
も
の
も
あ
げ
る

ぷ
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
」

１
食
べ
さ
せ
方
の
コ
ツ
は
？

　
「
ス
プ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に
乗
せ

て
口
の
奥
に
突
っ
込
む
の
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
プ
ー
ン
半

分
く
ら
い
の
も
の
を
、
舌
の
先

に
乗
せ
る
よ
う
な
感
じ
で
食
べ

ｉ
「
か
む
」
こ
と
を
覚
え
る
以

外
に
、
離
乳
食
の
役
割
は
？

　
「
楽
し
ん
で
食
べ
る
気
持
ち
を

育
て
る
た
め
に
も
、
離
乳
食
は

と
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
ん
で
す
。
こ
の
時
期
に
、

で
き
る
だ
け
い
ろ
い
ろ
な
食
べ

物
の
味
に
慣
ら
し
て
お
か
な
い

と
、
後
で
そ
れ
が
好
き
嫌
い
の

原
因
に
な
り
ま
す
」

１
な
る
ほ
ど
。
味
付
け
の
面
で

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
「
赤
ち
ゃ
ん
は
初
め
か
ら
味
を

知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
ま
ず
は
調
味
料
を

こ参加

ください
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を
　
○
　
○

み
を
す

悩
加
ま

の
参
い

児
ご
て

育
　
ヽ
し

や
て
載

産
ね
掲

出
兼
に

　
｡
　
■
＊
　
　
-
1

う
り
き

も
作
び

　
・
達
手

す
友
と

ま
　
一

い
Ｉ
・
ダ

て
ん
ン

い
せ
レ

開
ま
力

を
り
民

室
あ
市

教
は
Γ

の
要
版

次
必
度

は
る
年

で
い
５

課
て
は

防
え
場

予
抱
会

健
で
や

保
人
程

　
１
日

Ｉ　
・
タンセ療医健保

【
ロー

【
月
ａぐ室教親母　

○ス
ク
ッラ

リで操体

ｌ
お
産
の
経
過
と
産
得
（
さ
ん

じ
ょ
く
）
期
の
生
活
／
安
産
の

た
め
の
補
助
動
作
・
呼
吸
法
／

赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方

楽
し
み
な
が
ら
お
料
理
を
覚
え
、
友
達
も
で
き
る

母
親
教
室
調
理
編
（
９
月
3
0
日
、
宇
治
公
民
館
）

対
象
に
、
食
生
活
へ
の
関
心
を

深
め
て
も
ら
ラ
た
め
に
開
い
て

い
ま
す
。

　
▼
申
し
込
み
・
・
・
母
親
教
室
の

受
講
時
に
申
し
込
む
か
、
電
話

で
保
健
予
防
課
へ
。
定
員
は
2
0

人
▼
内
容
・
・
・
妊
娠
中
と
離
乳
食

準
備
期
の
調
理
の
実
習
と
試
食

　
こ
の
ほ
か
、
乳
幼
児
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
は
五
ヵ

月
児
上
一
晟
児
の
親
。
申
し
込

み
は
要
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
お

越
七
ぐ
だ
さ
い
。

2
6
4

さ
せ
る
と
、
丸
飲
み
せ
ず
、
か

む
習
慣
が
身
に
付
き
ま
す
。

　
い
け
な
い
の
は
、
一
口
食
べ

て
は
、
お
茶
や
汁
物
で
流
し
込

む
よ
う
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
。

お
茶
は
食
後
に
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」

素
材
そ
の
も
の
の
味

を
大
切
に

使
わ
ず
、
素
材
そ
の
も
の
の
味

を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

味
の
な
い
も
の
な
ん
て
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
く
味

わ
っ
て
み
る
と
、
大
人
で
も
結

構
い
け
る
ん
で
す
よ
。

　
離
乳
食
で
濃
い
味
付
け
の
も

の
を
食
べ
て
い
る
と
、
ど
う
し

て
も
塩
分
や
糖
分
を
取
駿

成
人
病
に
つ
な
が
り
ま
す
」

１
で
は
、
ど
う
い
う
味
加
減
に

す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
「
離
乳
食
の
初
期
・
中
期
で
は
、

調
味
料
は
使
わ
な
い
で
。
そ
の

代
わ
り
、
か
つ
お
や
昆
布
の
お

い
し
い
だ
し
で
味
付
け
し
ま
す
。

そ
れ
が
物
足
り
な
く
な
っ
て

く
る
離
乳
食
後
期
に
は
、
大
人

の
四
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
程

度
の
調
味
料
も
使
っ
て
、
味
付

け
し
て
く
だ
さ
い
」

－
最
近
は
市
販
の
離
乳
食
な
ど

も
出
回
っ
て
ぃ
ま
す
が
・
…

　
「
ど
’
と
て
も
作
れ
な
い
時
は

別
に
し
て
、
や
は
り
、
愛
情
を

込
め
た
手
作
り
の
も
の
を
食
べ

そ
れ
も
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
で
な

く
、
家
族
み
ん
な
に
」

―
最
後
に
、
新
米
マ
マ
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
。

　
「
と
に
か
く
、
ど
ん
な
時
も
自

信
を
持
っ
て
、
落
ち
込
ま
な
い

よ
う
に
。
困
っ
た
時
に
は
、
保

健
予
防
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

保
健
婦
や
栄
養
士
が
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
母
親
教
室
な
ど
に
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
基
礎
的
な

知
識
が
学
べ
ま
す
し
、
相
談
し

合
え
る
友
達
も
で
き
ま
す
よ
」

と
っ
て
お
き

離
乳
食

メ
ニ
ュ
ー

★
ク
リ
ー
ム
煮
（
離
乳
食
中
期
）

　
こ
れ
は
離
乳
食
中
期
の
メ
ニ
ュ
ー
の
た
め
、

味
付
け
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
塩
・
こ
し
よ

う
を
す
れ
ば
歯
が
痛
い
と
き
の
栄
養
補
給
に
、

ま
た
、
材
料
を
大
き
く
切
れ
ば
大
人
用
の
メ

ニ
ュ
ー
に
も
な
り
ま
す
。

【
材
料
一

鶏
肉
（
さ
さ
み
）
小
し
今
本
　
　
乳
8
0
∝

に
ん
じ
ん
　
　
　
　
1
0
d
≫
　
つ

麦
粉
５
９

た
ま
ね
ぎ
Ｉ
　
　
　
１
０
*
　
バ
タ
ー
５
９

ほ
う
れ
ん
草
　
　
　
1
0
＊
>

【
作
り
方
】
　
・

①
　
に
ん
じ
ん
と
ほ
う
れ
ん
草
は
柔
ら
か
く

　
ゆ
で
、
み
じ
ん
切
り
に
す
る
か
、
つ
ぶ
し

　
て
お
き
ま
す

②
　
鶏
肉
は
ゆ
で
、
ご
く
細
く
ス
ル
メ
状
に

　
さ
い
て
お
き
ま
す

③
　
熱
し
た
な
べ
に
バ
タ
ー
を
溶
か
し
、
小

　
　
一
ヌ
．
一
♂
　
．
－
　
ｉ
ｉ
ｊ
．
．
　
ｌ
χ
ｊ
‘
｀
Ｊ
　
　
ｊ
　
一

麦
粉
を
入
れ
て
弱
火
で
よ
く
い
た
め
、
牛
　
一

乳
を
少
し
ず
つ
加
え
、
な
め
ら
か
に
の
ば
　
．

離
乳
食
教
室
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
二
　
一

品
を
ご
紹
介
し
ま
し
よ
う
。
教
室

で
も
「
お
い
し
い
Ｌ
と
好
評
で
、
栄
　
一

養
も
満
点
１
　
ぜ
ひ
お
試
し
を
。
’
４
　
　
‥

一
一
一
一
一
一
1
4
1
1
一
一
一
Ｉ
４
一

　
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
作
り
ま
す

④
　
③
の
ソ
ー
ス
の
中
に
①
と
②
を
入
れ
、

　
全
体
が
温
ま
る
ま
で
よ
く
混
ぜ
な
が
ら
、

　
加
熱
し
ま
す

★
劣
劣
旁
ご
（
四
懇
談
）

大
人
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

じ
ゃ
が
い
も

か
た
く
り
粉

ク
ッ
キ
ン
グ
チ
ー
ズ

バ
タ
ー

【
作
り
方
一

Ｖ5
9
5
９
5
9

①
　
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
い
て
ゆ
で
、
熱

　
い
う
ち
に
よ
く
っ
ぶ
し
て
お
き
ま
す

②
　
①
に
チ
ー
ズ
と
か
た
く
り
粉
を
加
え
よ

　
く
練
り
、
２
つ
～
３
つ
に
分
け
て
丸
め
、

　
焼
き
や
す
い
よ
う
に
平
た
く
し
ま
す

③
　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
溶
か
し
、
両

　
面
を
こ
ん
が
り
き
っ
ね
色
に
焼
き
ま
す
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大
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一
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一

匹

言

三
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大

靉
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皿
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匹
皿
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づ

０ １

四

に
い

６ ０ １
四
大

　
ｒ
　
ｔ
　
″
　
　
　
　
・
、
四
』
ｒ
、
四

丿
驚

ｒ
■
　
１
２
ａ
ｉ
ｌ
　
・
　
　
　
‐
φ
‥
″
‐
’
‘
’
．
心
ｙ
”
‐
‘
‐
‘
、
’
捌
Ｗ
’
‐
『
‘
’
一
’
‘
り
Ｉ
Ｉ
．
’
一
．
．
‐
‘
‐
一
心
’

｝
ｙ
三

才

』 ｛
｝
一
・
】 ｛
｝ 皿

　
曳
゛
ゝ
』
ｒ
　
Ｘ
ゝ
゛
゛
Ｉ
｀
゛
ａ
ｉ
ｓ

一
Ｖ
系

母
親
教
室

４
ｓ
ｌ
≒
ｓ
　
Ｑ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
≒
ｌ
ｒ
Ｊ
♂
Ｋ
Ｊ

　
妊
娠
中
の
人
に
、
不
安
な
く

赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
、
育
て
て
も

ら
え
る
よ
う
開
催
。
前
・
後
編

の
二
回
。

　
　
▼
対
象
…
妊
娠
中
の
人
。
な

る
べ
く
早
い
時
期
で
、
体
調
の

い
い
時
に
▼
申
し
込
み
・
：
不
要
。

当
日
直
接
会
場
へ
。
で
き
れ
ば
、

前
・
後
編
を
同
じ
月
に
受
講
し

て
く
だ
さ
い
▼
内
容
…
○
前
編

＝
ビ
デ
オ
／
妊
娠
中
、
授
乳
中

の
栄
養
／
妊
娠
体
操
　
○
後
編
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４
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一
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一
Ｉ
Ｉ

一
一
一
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ゆ
一
一
一
季
一
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1
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一
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1
一
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1
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母 親 教 室 ・ 離 乳 食 教室

母
親
教
室
調
理
編

に
、
Ｑ
７
゛
九
ｌ
ｔ
゛
゛
ｌ
ｌ
゛
一
ｉ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｊ
ｔ
ｆ

　
母
親
教
室
を
受
講
し
た
人
を

ぐ
’
４
１
″
Ｊ
ン
り
″
Ｉ
タ
ー
　
ｔ
　
ｌ
Ｊ
一

い
！

離
乳
食
教
室

一
ヽ
お
Ｉ
ヽ
夕
ｒ
　
’
一
ヽ
ｊ
’
ｊ
　
ｌ
・

　
楽
し
み
な
が
ら
離
乳
食
を
作

っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
▼
対
象
…
離
乳
食
を
始
め
よ

う
と
思
っ
て
い
る
人
▼
申
し
込

み
・
・
・
３
ヵ
月
児
健
診
受
診
時
に

申
し
込
む
か
、
電
話
で
保
健
予

防
課
へ
。
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
内
容
・
・
・
調
理
実
習
と
試
食
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